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演金
県
高
劇校

7年 ぶ りの東北大会出場を決めた大館高演劇部

(大館高校)

「観
客
を
楽
し
ま
せ
た
い
」

横
手
市
で
１９
、
抑
日
に

開
か
れ
た
第
４２
回
全
県
高

校
寵
副
発
表
会
で
、
大
館

高
校
の

「Ｆ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

，
ｓ
　
ｄ
ａ
ｙ
」
が
最
優

秀
貰
を
受
貫
し
、
７
年
ぶ

り
２
度
目
の
東
北
大
会
出

場
を
決
め
た
。
親
子
愛
を

描
い
た
コ
メ
デ
ィ
ー
で
、

部
員
た
ち
は

「東
北
で
も

観
答
を
楽
し
ま
せ
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

演
劇
部
は
１
、
２
年
生

‐４
人
。
父
親
と
大
学
生
の

息
子
、
そ
の
友
連
の
３
人

が
繰
り
広
げ
る
側
分
の
コ

メ
デ
ィ
ー
を
渡
じ
た
。
自

宅
で
父
親
の
書
話
や
説
教

を
開
く
う
ち
に
、
親
子
で

本
音
を
ぶ
つ
け
合
い
、
最

後
は
父
へ
料
理
を
作
っ
て

題
離
を
締
め
る
と
い
う
肉

容
。
部
長
の
畠
山
望
美
さ

ん

（２
年
）
は

「間
で
笑

い
を
取
る
な
ど
、
テ
ン
ポ

に
気
を
配
っ
て
演
出
し

た
」
と
話
す
。

１１
校
が
出
場
し
た
金
県

大
会
は
、

「観
客
を
楽
し

ま
せ
る
こ
と
と
、
東
北
を

狙
っ
て
」
熱
演
。
客
席
か

ら
笑
い
が
起
き
、　
屈
慎が

作
り
込
ま
れ
て
い
る
」
な

ど
の
評
価
を
得
て
、
１６
年

以
来
２
度
目
の
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。
東
北
大
会

に
向
け
て
、
畠
出
さ
ん
は

「台
本
を
読
み
直
し
て
一

か
ら
作
り
上
げ
、
縮
い
の

な
い
よ
う
に
演
じ
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

県
北
代
表
の
大
館
鳳
鳴

と
大
館
機
は
優
秀
賞
を
受

貫
。
本
県
か
ら
大
館
と
湯

沢
が
出
場
す
る
東
北
大
会

は
‐２
月
１６
～
‐８
日
、
出
形

市
で
開
か
れ
る
。


